
神奈川自然誌資料（21):17-23, Mar. 2000 

神奈川県におけるアオウミガメ，タイマイ，オサガメの記録

丸山一子・中村一恵

Kazuko Maruyama and Kazue Nakamura: 

Records of the Green Turtle, Hawksbill Turtle and Leatherback Turtle Observed 

in Kanagawa Prefecture 

はじめに

日本近海に来遊するウミガメと して，ウミガメ科

のアカウ ミガメ（Cαrettacaretta），アオウ ミガメ

(Chelonia mydas），タイマイ （Eret1叩 chelysimbricata), 

ヒメウミガメ （Lepl出chelysolivacea），オサガメ科の

オサガメ （Dermochelyscoriacea）の2科5種が確認

されており，神奈川県では，このうちヒメウミガメを

除く4種の記録がある（柴田，1968,1972；中村， 1973,

l977；中村ー・川瀬， 1976ほか）。

主な来遊種であるアカウミガメについては，丸

山・中村（1998）が記録をまとめ， 生息状況を報告

した。他のワミガメ類は確認数も少なく ，これまで

来遊状況が明らかにされていなかった。本報告では

アオウ ミガメ，タイマイ，オサガメに関する記録を

収集し，来遊状況の分析を試みた。

調査地域および調査方法

調査対象域は，相模湾（湯河原町～三浦市城ヶ島）

および東京湾 （）11崎市～三浦市城ヶ島）に至る神奈

川県沿岸全域と した。

ウミガメ 3種について，既報の記録，沿岸の自治

体および県の機関が所蔵する記録，博物館・水族館

の所蔵する標本と記録，および新聞記事を1999年の

記録まで収集した。 また，これら3種とアカウミガ

メを比較するために，丸山 ・中村（1998）への収載

以後に得られたアカウミガメのデータを追加収録し

た。

今回の記録の中で大きな割合を占める神奈川県水

産課による定置網の調査は，1989年に始められ，

1998年までの記録がまとめられている。本報告に

は，定置網での確認記録を，ウ ミガメ 3種について

は1989年～1998年の範囲で，アカウミガメについ

ては1996～1998年の範囲で収載した。定置網には，

水深が27mより深い沖合に設置される大型定置網

と，水深27mより浅いj毎域に設置される小型定置網
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があり，ウ ミガメ類が確認されるのは主に大型定置

網であるとしづ。大型定置網は5年毎に免許が更新

され，設置数が変動する。 神奈川県水産課の資料に

基づいて， 1989年の夏期から1998年の夏期の聞の大

型定置網設置数の年平均値を自治体別に求め，参考

として表6に示した。

今回収集した資料を用いて， 3種の確認数を年目j

および自治体別に整理し，来遊状況について分析を

試みた。

結果

収録したウミガメ 3種の確認場所，確認日時，確

認状況， 情報源を表 l～3に示す。個体数が記され

ていないものはl個体の記録である。今回，収録さ

れた3種のウミガメは，総数で51件84個体だった。

内訳はアオウミガメ 30件60個体（表 I），タイマイ

12件 14個体（表2），オサガメ 9件 10個体（表3）で

ある。アカウミガメの追加データは17件72個体で，

表4にまとめた。

大部分の個体は沖合で確認されており，そのうち

定置網で記録されたのはアオウミガメ54個体，タイ

マイ 8個体，オサガメ 3個体だった。定置網におけ

る観察個体の多く は神奈川県水産課による調査に

よって得られたものである。定置網以外での確認は，

アオウミガメ 2個体，タイマイ4個体，オサガメ 3個

体で、あった。

海岸で確認されたのは，死体漂着がアオウミガメ

2個体， タイマイ l個体，オサガメ 4個体，生体漂着

がアオウミガメl個体で，3種のいずれにおいても上

陸は確認されなかった。

年別確認数を，神奈川県水産課による定置網調査

が始まった1989年以後1999年までについてはl年毎

に，それ以前の期間についてはIO年毎にまとめて表

5に示す。アオウミガメは，1989年以降10年間の確

認個体が全60個体中57個体と大部分を占めていた。



表1 アオウミガメの記録

日時 場所 状況
1972. 04. 11 横須賀市久里浜湾 捕獲，生体
1976.03.08 三浦市城ヶ島大矯下 漂着，生体

1976. 06. 06 

1985.i火ワ
1989 
1990 
1991 
1991 
1991 
1992 
1992 
1992 

1992 
1992. 06. 

1993 
1993 
1993 
1995 
1995 
1995 
1995 
1995. 05. 
1997 
1997 

1998 
1998 
1998 
1998 
1998. 09. 16 

不明

茎盤－
柴田(1972），中村
中村（1977)

中村(1977)葉山町森戸海岸沖名島定置網

横須賀市長井沖
神奈川県沖
小田原市許，，
三浦市上宮田沖
真鶴町沖
鎌倉市沖
三浦市上富田沖
三浦市諸磯沖
横須賀市長井沖

鎌倉市沖
横須賀市長井沖

横須賀市長井沖
三浦市金田沖
三浦市諸磯沖
三浦市諸磯沖
藤沢市片瀬沖
鎌倉市海岸
横須賀市長井沖
横須賀市荒崎沖
三浦市下宮田沖
不明

三浦市諸磯沖
鎌倉市沖
真鶴町岩沖
真鶴町真鶴岬沖
鎌倉市七里ケ浜

横須賀市久里浜湾

定置網 池田氏情報（未発表）
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，5個体神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，4個体 神奈川県水産課資料

定置網J個体神奈川県水産課資料
定置網 池田氏情報（未発表）

定置網， 7個体神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，4個体神奈川県水産課資料
定置網 神奈川県水産課資料
定置網，2個体神奈川県水産課資料
漂着，死体 神奈川県水産課資料
定置網，4個体神奈川県水産課資料
定置網（小型）池田氏情報（未発表）
定置網， 7個体神奈川県水産課資料
捕獲，生体 神奈川県水産課資料

不明

備考

甲長40cm，野毛山動物園〉油壷マ
リンパーク
甲長4lcm，アオリイカ定置網にか
かり油壷マリンパークに収容
甲羅のみ池田氏所有
放流
江ノ島水族館に寄贈
放流
放流
放流
放流
放流
うち死亡2個体，下記の池田（未発
表）とは別のデータと思われる
放流
全長SOcm，葉山しおさい博物館所
蔵標本
うち死亡l個体
放流
放流
放流
放流

表2 タイマイの記録．

日時 場所 状況 文献 備考

196108 湯ケ原（湯河原7）沖 漂着，死体 中村・川瀬(1976) 甲長推定35cm，村岡健作氏の情報

1970 08 22 横須賀市走水沖の東捕獲，生体 中村(1973），中村・川瀬 甲長26. 8cm，甲 q1~2J.2cm，体重
京湾第2海墨付近 (1976) 2160g 

針にかかり水深35～40mの所から
引き上げられた

1970.J 1.05 葉山町真名瀬沖 捕獲，死亡 中村・川瀬(1976) 葉山しおさい博物館標本月長

28.0cm，甲幅22Jcm，体重2600g
197206 真鶴町岩沖 捕獲，生体 中村・）｜｜瀬（1976) 甲長約35cm，ダイパーによる捕獲3

鈴木博氏の情報
1977.12.24 葉山町名島沖 定置網 中村（1980) 甲長37cm，体重6kg

島水族館に収容
1979.12.21 横須賀市泊町沖200m 捕獲，生体 中村（1980) 甲長45cm，｛本重25kgjJレイ刺し網

による捕獲，収容後放流
1985春 横須賀市長井沖 定置網（小型）池田氏情報（未発表） 甲長65cm ，~在認のみラ池田氏確認の

i:~J では最大個体
1990 大磯町沖 定置網 神奈川県水産課資料 江ノ島水族館に寄贈
1990 平塚市沖 定置網，2個体神奈川県水産課資料 放流
1992 横須賀市長井沖 定置網，2個体神奈川県水産課資料 うち死亡1個体
1998 二浦市下宮田沖 定置網 神奈川県水産課資料 放流
1999 0114 葉山町沖 捕獲ヨ生体 江ノ島水族館記録 曲甲長49cm，曲甲幅44cm，正次丸

（船）が捕獲，江ノ島水族館で飼育
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表3 オサガメの記録

日時

1955 5（ワ）

場所

一浦市諸磯海岸

状況 文献
捕獲，生体 読売新聞神奈川版

1955. 05. 26付＼柴田
(1968），中村・川瀬
(1976) 

定置網， 2個体中村・川瀬(1976)1958.05.03 横須賀市芦名海岸

1959頃1火
1963.08.26 

葉山町海岸

三浦市南下浦海岸

漂着，死体

漂着，死体

1972.08.22 横須賀市長井沖

真鶴町大ケ窪海岸

定置網

漂着，死体1977.07.15 

1985.08.06 三浦市城ヶ島西方沖捕獲，生体

1995.08.05 横須賀市長井沖約lkm目撃

明不 藤沢市片瀬東浜 漂着，死体

表4 アカウ ミガメ の記録（追補）．

備考

東大油壷臨海実験所に入る，捕獲
日，個体数の記録なし

2個体とも甲長約150c凧大謀網に
かかり江ノ島水族館に入る，死後
に標木とする，広l崎氏の情報（西
村(1964）の1958.06，柴田 (1968)
の横須賀市佐島の個体と同一）
全長3m級

全長2.3m，甲幅1.Om，体重380kg

池田氏情報（未発表）

産経新聞横浜版
1963. 08. 28付，中村・川
瀬(1976)

中村（1973），中村・川瀬甲長103.Ocrn，最大甲幅59.5cm, 
(1976) 雌，網にかかり死亡
神奈川新聞1977.07.17記事ではクサガメと書かれてい
付 るが，ウミガメであって，子供が

背中に乗ったとの記載あり
機沢氏情報（未発表） 甲長109cm，甲幅68cm，体重

116kg。神奈川県水産試験場調査

船「江ノ島丸」が浮き延縄漁中
に釣り上げる。油壷マリンパーク
で飼育したが，約1ヶ月後死亡

工藤氏情報（未発表） 推定甲長約2m，水面浮遊し休息中
の個体を目撃

志村氏情報（未発表） 古い目撃例

日時 場所 状況 文献 備考

1996 二浦市諸磯沖 定置網， 3個体神奈川県水産課資料 放流

1996 横須賀市津久井沖 定置網 神奈川県水産課資料 放流

1996 横須賀市（？） 漂着，死体 神奈川県水産課資料 漂着埋葬

1997 三浦市諸磯沖 定置網， 7個体神奈川県水産課資料 放流

1997 三浦市下宮田沖 定置網， 8個体神奈川県水産課資料 放流

1997 横須賀市佐島沖 定置網， 20個 神奈川県水産課資料 放流

1997 真鶴町岩沖 定置網，10個 神奈川県水産課資料 死亡，埋葬

1997 真鶴町真鶴岬沖 定置網，6個体神奈川県水産課資料 一部飼育

1997 横須賀市津久井沖 定置網 神奈川県水産課資料 放流

1997 横須賀市（？） 漂着，死体ユ個神奈川県水産課資料 埋葬

体 情報

1997 06.10 鎌倉市材木座海岸 上陸2産卵 江ノ島水族館記録 卵を発掘調査J~2個のみ残存

1997.07.05 葉山町一色海岸 上陸 江ノ島水古矢館吉己録 交番からの通報，発掘調査，卵発見

できず

1998 三浦市下宮田沖 定置網ユ個体神奈川県水産課資料 放流

1998 真鶴町真鶴岬沖 定置網，6個体神奈川県水産課資料 放流

1998.08.27 鎌倉市七里ケ浜 子力、メ 江ノ島水族館記録 子ガメ約50個体

1999.07.14 小田原市街！幸の浜 上陸 小田原市役所記録，神 通報により後日掘り返し調査を
奈川新聞1999.07. 16付 したが卵は確認できず

1999.09.1 I 藤沢市辻堂海岸 子ガメ 江ノ島水族館言己録 波打ら際で捕まえて水族館に持
込む，甲長4.20cm, I苧幅3.57cm，数
日後死亡。1999.09. 08にも5～6
個体が海に向かつて歩いていた
との通報あり

タイマイは 10年毎にまとめると， 3～4個体ずつが

記録されていた。オサガメは，近年は lO年につき l

～2個イ本のh雀言忍にとどまる。
定置網の記録が存在する 1989年から 1998年の10年

間に限ると，アオウミガメの年平均確認数は5.5個体

（定置網では5.2個体）である。確認数には年変動があ

り，全く確認されていない年もある。同時期のタイマ

イの年平均確認数は0.5個体で，すべて定置網におけ

る記録である。オサガメは年平均0.1個体で，定置網

調査には出現していなし＼。一方，同期間のアカウミガ

メの年平均確認個体数は23.9個体（定置網では18.6個

体）で，毎年来遊が確認されている（丸山・中村 1998,

表4）。

自治体別確認個体数（表6）は，アオウミガメでは

確認数の多い順に横須賀市20個体，三浦市18個体，

鎌倉市 12個体，真鶴町4個体，藤沢市2個体，葉山
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表5.年別確認数

年 アオウミガメ タイマイ オサガメ
～1960 4 (2) 

1961～1970 3 
1971～1980 3 ( 1) 3 (1) 2 (1) 

1981～1988 1 ( 1) 1 (1) 1 
1989 1 ( 1) 

1990 1 ( 1) 3 (3) 

1991 7 ( 7) 

1992 11 (11) 2 (2) 

1993 12 (12) 

1994 
1995 9 ( 8) 

1996 
1997 8 ( 7) 

1998 6 ( 5) 1 (1) 

1999 1 ( ) 

不明 1 

合計 60 (54) 14 (8) 10 (3) 

II可，小田原市各l個体で，県東南部の自治体が上位に

並ぶ。相模川以東（川崎市～茅ヶ崎市）の53個体に

対し，相模川以西（平塚市～湯河原町）は5個体で

あった。タイマイ，オサガメでも，横須賀市， 三浦

市，葉山町等の県東南部の自治体での確認数が多

かった。また，三浦半島先端の城ヶ島から西側を相

模湾偵lj，東側を東京湾側と分けた場合，東京湾似lj（三

浦市東側沿岸，横須賀市東側沿岸）で発見されたの

は，アオウミガメ 3個体，タイマイ2個体，オサガメ

l個体のみで、あった。川崎市，横浜市では上記の3種

はいずれも記録されなかった。

今回のデータの中で確認時期が明らかなものにつ

いてみると，アオウミガメは3月から9月に， タイマ

イは春および8月から 1月に，オサガメは5月から8

月にかけて出現していた。

考 察

今回の記録においては，神奈川県水産課がまとめ

た定置網における確認情報（神奈川県水産課資料）

が大きな割合を占めている。この情報は，水産課が

漁業者その他に依頼して集めたものである。漁業者

に対しては，甲羅の形状，前方から見た図などのウ

ミガメの判別点についての説明がなされており，種

の判別が難しい場合に漁業者から水産試験場への問

い合わせが行われた例もあるとのことであるが，特

にアオワミガメとアカウミガメについては混同がな

いとは言い切れない。しかしこれについての検証

は不可能であるので，ここでは，種の同定が正しい

ものとして考察を行う。定置網での記録は，月別の

情報が含まれていないため季節的な変動に関する分

析が難しいこと，漁業者ごとの調査精度に差がある

のではなし、かと考えられること等の問題点はあるも

のの，これまでわずかな情報しかなかったウミガメ
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アカウミガメ 合計
5 ( 2) 

5 9 
6 14 ( 3) 
16 19 ( 2) 
28 ( 24) 29 ( 25) 
13 ( 9) 17( 13) 
37 ( 34) 44 ( 41) 
12 ( 8) 25 ( 21) 
24 ( 18) 36 ( 30) 
37( 21) 37 ( 21) 
10 ( 8) 20( 16) （）内は定置網にお
15 ( 4) 15 ( 4) 
56 ( 52) 64 ( 59) ける確認、数．（ ）は

9 ( 8) 16 ( 14) データがないことを
2 ( ) 3 （ー） 示す．アカ ウミガメ
4 6 は，丸山・中村（1998)
275 (186) 359 (251) との合計数

類の来遊状況について貴重なデータを提供している

ことは間違いない。

3種の確認数の自治体別順位，県東部の自治体で

多く確認されていること，東京湾側の確認数が少な

いことなどは，アカウミガメ（表6，丸山・中村， 1998)

とよく似た結果であった。アオウミガメ，アカウミ

ガメとも相模湾中部（藤沢市～大磯町）の定置網で

の確認数が少ないことも共通していた。これらの地

域差を生じさせる要因と しては，海流，海底地形に

よる索餌条件の違い，定置網の設置数，定置網の種

類の違いなどが考えられる。

次に3種それぞれについて考察する。

1)アオウミガメについて

アオウミガメの確認総数は60個体で、あった（表1）。

一方，アカウミガメは，丸山 ・中村（1998）によって

報告された203個体に今回1996年から 1999年のデー

タを加えたことで，確認総数が275個体になった（表

5，表6）。神奈川県では産卵しないアオウミガメは，上

陸・産卵時における確認がないことによって，アカウ

ミガメに比べ発見される確率が低くなっているので

はないかと考えられる。そこで，同種が発見される条

件の差が小さいと考えられる1989～1998年の定置網

の記録のみについて確認数を比較した。アカウミガ

メ186個体に対しアオウミガメは52個体で，アカウ

ミガ．メに対するアオウミガ、メの比率は0.28で、あつた。

アオワミガ、メは北海道室蘭以南の日本列島各地の海

岸で

1994），小笠原，屋久島，南西諸島などの産卵地を除

けば確認個体数は少なく，水産庁の希少水生生物検

討委員会で希少種と判定されている（菅沼， 1994）。神

奈川県におけるアオウミガメも， これまでごく少数の

個体の記録しかなかったことから偶来種（浜口，



表6 自治体別確認数．

自治体 アオウミガメ タイマイ オサガメ アカウミガメ 合計 主呈盟主i 2）タイマイに
ついて川崎市

横浜市
三浦市 18 (17) 1 ( 1) 3 
横須賀市 20 (18) 5 (3) 4(3) 
葉山町 1 ( 1) 3 (1) 
逗子市
鎌倉市 12(10) 
藤沢市 2 ( 2) 
茅ヶ崎市
平塚市 2 (2) 
大磯町 1 (1) 
二宮町
小田原市 1 ( 1) 
真鶴町 4 ( 4) 1 (0) 
湯河原町 1 (0) 

不明 2 ( 1) 

ii-吾pι I 60 (54) 14 (8) 10 (3) 

1995）とされていたが，今回の結果により，従来考

えられていたよりは多くの個体が継続的に来遊して

いることが分かつた。

アオウミガメ，アカウ ミガメとも年毎の確認数は

かなり変動する（表5）。 両種の定置網における年毎

の確認数を1989～1998年の記録について比較したと

ころ，有意な相関は見られず（t-test,p>0.05; r=0.124, 

n=IO），アオウミガメの出現の年変動に関わっている

要因が，アカウミガメと異なる可能性が示された。

体長または甲長の記録があるのは5個体のみであ

るが，うち3個体は甲長40cm位までの若令個体で，

残る2個体も， 神奈川県海岸に最も近い産卵地であ

る小笠原における成熟個体の直甲長がメスで82.1～

107.0cm （平均95.6cm），オスで79.4～100.4cm（平均

90.Scm）であること（菅沼，1994）および曲甲長は直

甲長より大きいことからみて，成熟に達する時期前

後の小型個体で、あると思われる。

立川 ・佐々木（1990）は，小笠原で標識放流した

498個体のアオウミガメのうちso個体が九州から千
葉県沿岸まで（他に秋田， 台湾）の海域で再捕され，

そのうちl個体は神奈川県で発見されたことを示し，

小笠原諸島で産卵するアオウミガメが南日本の太平

洋岸を中心とした日本沿岸を索餌海域としていると

考えられると述べている。神奈川県沿岸を産卵域と

して利用しているアカウミガメでは，成熟個体が長

期間にわたって沖合に滞留し，また，同じ個体が複

数年に渡って来遊しているのではなし、かと考えられ

るのに対し3索餌域としてのみ利用しているアオウ

ミガメが，どのくらいの期間にわたって滞留してい

るのか，来遊は未成熟期～成熟開始期に限られてい

るのか，同じ個体が何回も来遊しているのか，また，

年毎の出現数の増減がどのような条件の影響を受け

ているのかなど， 今後解明すべき問題は多い。

。
3 3 
42 ( 37) 64 ( 55) 7 

5 
2 

タイマイの甲

長については，

老成個体で90～

lOOcmで，世界各

地の産卵メ スの

平均が78.lcm（内

田1982a,b），ま

た， 世界各地の

産卵メスの直甲

長が最；J、53.3cm,

最大93.Scm，各産

卵地の平均値は

73 ( 66) 102 ( 90) 
10( 5) 15 ( 7) 
5 ( 2) 5 ( 2) 1. 5 

3 45 ( 22) 57 ( 32) 
8 ( 0) 11 ( 2) 3. 5 
6 ( 0) 6 ( O) 4. 5 

2 3 ( O) 5 ( 2) 
9( 0) 10 ( 1) 0. 5 

2. 5 
4 

8 ( 4) 8 ( 4) 
12 ( 4) 13 ( 5) 
39 ( 37) 45 ( 41) 2 
7 ( 6) 8 ( 6) 

5 ( 3) 7 ( 4) 

275 (186) 359 (251) 38.5 

21 

66.0～83.3cmで，

日本近海の個体群では直甲長70cm以上で成熟の可

能性がある（亀11碕，l994a）などのデータが示されて

いる。神奈川県で確認された個体は，甲長が最大で

も65cmにとどまり，ほとんどが26～SOcmの範囲に

収まることからみて若令期の個体と考えられる。

月別の情報が含まれた記録についてみると，出

現季節は春季から冬季に及んでおり（表2),3種の

中で、は出現季節の幅が広かった。亀崎（l 994a）は，

タイマイの産卵域，生息域がすべてのウミガメの

中で最も熱帯域に偏っているこ とを述べ，（附化が

可能な期間が長いため）産卵期が他のウ ミガメよ

り長く，季節的にも分散して産卵する傾向がある

という報告（Carr& Stancyk, 1975）を紹介してい

る。他種に比べ産卵期の幅が大きいことが，出現季

節の幅に関係している可能性が考えられる。

日本での恒常的な生息域は南西諸島に限られてお

り，時折北海道から九州｜の沿岸にも来遊する （亀崎，

1994a）とされている。今回の記録でも確認数が少な

く，偶発的な来遊と考えられる。

3）オサガメについて

オサガメは国際自然保護連合のレッドデータブッ

クおよび水産庁の希少水生生物検討委員会において

絶滅危慎種とされている （亀崎，1994b）。今回の記

録でも 10個体が確認されたにすぎない。

本種は特徴のある姿をしているため他の種との混

同はまずないと考えられるが，これまでのところ神

奈川県水産課の定置網調査の記録には出現していな

い。オサガメは外洋性の種とされており（亀崎，

l 994b）， 定置網での確認が少ないのは，定置網が張

られる水域よりも外洋側に来遊しているためではな

し、かと考えられる。

内田（1982b）によれば，オサガメの産卵個体の甲



長は平均 150cm，最小 120cm，最大l81cmである。亀

崎（l 994b）も世界各地の産卵個体群の直甲長をまと

め，ほぼ類似の数値を示している。今回の記録の中

では，正確な測定値ではないが全長2.3mと3m級お

よび2m級の個体は成熟個体で、あろうと考えられる。

真鶴町で発見された死体は，子供達が背中に乗った

との記載があることからみて小型の個体で、はなかっ

たと思われる。志村不l:J子氏の観察した個体も大型

だったといい，また，今回の記録には載せていない

が，江ノ島水族館職員の記憶によれば，数年前に体

長約 2mのウ ミガメが藤沢市鵠沼海岸に腐敗死体と

して上がったとのことで，体長から考えると，この

個体もオサガメ成体であった可能性が高い。一方，

甲長103cmと109cmの個体は未成熟個体と考えられ

る。 今回の記録を見る限り ，オサガメでは成熟個体

が多く観察されているが，アオワミガメ，タイマイ

で主として若令個体が観察されているのに対し，オ

サガメで成体の比率が高いことは興味深い。

オサガメが発見された時期は，5月から8月にかけ

てである。西村 （1964）は，本州太平洋岸においては，

オサガメは南東季節風卓越期（5～9月）に観察され

るとしているが，今回の結果もこれに当てはまる。一

方，八丈島では，3～4月に3例の捕獲記録がある（三

木，1989）。太平洋および大西洋の熱帯部を主な生息

地とし稀に温帯域に出現する（内田，I982a）オサガ

メは，日本近海で、は黒潮に乗って移動すると考えら

れているが（Nishimura1964，亀崎 1982),2つの地域

の出現時期の差が何に起因するのか，例えば八丈島

から神奈川県に移動する経路があって移動の時期に

よって出現時期のずれが生じているのか，あるいは，

別の経路による移動で、あって時期がずれているのか

など，検討すべき課題であろう。

おわりに

3種のウミガメ類の記録を収録した結果，これま

で少数の個体が不定期に確認されていたのみで偶来

種と考えられてきたアオウミガメが，継続的に来遊

していることが分かつた等，ウ ミガメ類の生息状況

を把握する上で，定置網等による調査の重要性が示

された。

今後3 調査を進めていく には，他種のウ ミガメと

の識別が正確になされるための，種の同定の精度を

高める体制作りが必要であり，また，甲長等の計測

についても同様に統一されたマニュアノレに基づく精

度の高いデータを得る必要がある。放流に際しては，

個体標識するなど、の処置が必要であろう。
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